
 
                                                                        

（令和５年４月 18日発表） 

「芹沢銈介の絵本と挿絵」 
 

◆ アピールポイント 
和紙に型染を施した絵本、型染で手がけた新聞連載小説の挿絵など、 

芹沢銈介が書物の世界に残した大きな足跡をお楽しみいただけます。 

◆ 日時・期間 令和５年４月４日(火)～６月 18 日(日)（開館時間 9:00～16:30）  

◆ 場   所 静岡市立芹沢銈介美術館（静岡市駿河区登呂五丁目 10-5） 

◆ 内 容 な ど 

 

◆ 観 覧 料 

一般 420 円 / 高・大生 260 円 / 小・中 100 円 / 未就学児無料 

※静岡市内在住の 70 歳以上の方、小・中学生(通学含む)無料   

※障がい者手帳等の提示により本人及び同伴者 1 名無料 

 

Twitter もご覧ください！ → 

ぜひ取材をお願いします。 

【問合せ】静岡市立芹沢銈介美術館 

     山田・田中 

電話 054-282-5522 

報道資料 

染色家として知られる芹沢銈介。その幅

広い仕事の中でも根強い愛好家がいるも

のに「絵本」の仕事があります。和紙に型

染など、技法や素材、造本にまでこだわっ

た芹沢の絵本は、その芸術性の高さから

「芹沢本」と呼ばれ親しまれました。絵本

20 冊や、芹沢が手がけた新聞連載小説の

挿絵など、約 100 点の作品を展示します。 

また展示室後半では、芹沢銈介の収集品

の中から「日本の絵画」を特集します。戦

国武将の旗指物を描いた「諸将旌旗図六曲

一双屏風」など、優れたコレクション 50

点をご覧いただけます。 

芹沢銈介美術館 企画展 

企画展ポスター 

芹沢収集「諸将旌旗図
しょしょうせいきず

六 曲
ろっきょく

一 双
いっそう

屏 風
びょうぶ

」

（部分） 

芹沢作『絵本どんきほうて』 

せりざわけいすけ 


